
 

 

「自主・実践・友愛」 

 放課後の廊下を歩いていると、あるクラスの生徒の机にプリントのようなものがあり 

何だろう？と見てみると「Birthday カード」でした。誕生日おめでとう！！のメッセー

ジとともに、仲間からの温かいひと言が書き添えられていました。共に生活を送り、共

に頑張る仲間を想うやさしい気持ちの体現に心がホッこりしました。ありがとう！！ 

 

文化・芸術の秋 
 例年になく暖かい日が続き、まだ紅葉の色づきがまばらな晩秋の初めに、文化芸術活動 

の実りを各々の表現で発表してくれました。文化祭のステージ発表では、吹奏楽部が素敵 

な音色を奏で感性を豊かにしてくれ、バトントワリング部の華麗なバトンさばきに魅了さ 

れました。美術部、茶道部、情報部は活動報告と合わせて別日に「作品展示」や「お茶会」

「タイピングプログラム体験」といった普段の活動を工夫を凝らして発表してくれました。

どの部活動の部員も、普段とは違う緊張感や高揚感を味わっているようで、今後の活動の 

モチベーションや新たな目標づくりとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 また、生徒の「絆」をより深めることを目的として、全校生徒で合唱コンクールを行い 

ました。１年生は変声期を迎え、出しづらい音（声）を精一杯出そうとする姿がとても良 

かったです。２年生は昨年とは打って変わって多彩な音を奏でながら創っていくハーモニ 

ーがとてもきれいでした。３年生は「素晴らしい」なんて言葉にすることをためらい、表 

現する言葉が見つからない「素敵な合唱」でした。音が反響しない体育館であれだけの音 

色とハーモニーを奏でるには「本気」の練習で、互いに気持ちをぶつけあって行ってきた 

はずです。より深まった「絆」から生まれる和音が、聴く者を引き付ける「合唱」となっ 

ていました。合唱コンクールを締めくくる３年生の学年合唱は、クラスの合唱をやり切っ 

た充実感とともに野々市中学校で２年半を過ごし、仲間とともに味わった様々な感情を経 

て成長した、誇らしげな気持ちが表情に現れていました。体育館を埋め尽くした聴く者を 

圧倒する歌声に感涙しました。そんな合唱を残してくれた３年生に心から感謝します。あ 

りがとう！！君たちに憧れを持ち、背中を追い続ける後輩たちに、これ以上ないメッセージ 

でしたよ。そして、最後のひと言♪はじめ♪が「新たな伝説」の始まりを物語っていました。 
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